






4.要約 

3 年間の集計で,1 日 5 杯以上飲用の妊婦はわずか 53 例にすぎなかったことから,わが国は

欧米ほどコーヒー飲用杯数が多くなかったことがわかった。またコーヒーはタバコのよう

に随時に常用され,またはアルコールのように多量に飲用されることがなく,仕事の間の

tea time に仕事の疲れをいやすために飲用されることがわかった。コーヒー中に含まれる

主成分の Caffeineは 2時間で分解される｡すなわち,1日 1杯よりも1日5杯のほうが妊娠

に影響を及ぼすと考えて,5 杯以上と 4杯以下に分けて,集計を行なった。5杯以上の例数が

少ないが,この群に SFD 児の発生,分娩時の弛緩出血の頻度がやや高い傾向を示した。 


